
　写真の桜は、大木囲貝塚の奥にある江戸彼岸の一
本桜「だいぎ桜」。大木囲貝塚は縄文時代の集落跡で、
現在は史跡公園として公開されています。貝塚内は
だいぎ桜の他、山桜、霞桜、大島桜など野生種の桜
が200本以上植えられています。

大木囲貝塚の一本桜『だいぎ桜』
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４つの廃校を同時に活用
事業者と連携し 賑わいを創る
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町村会の予定

27日 消防組合議会

17日 都道府県町村会会長会議
22～23日 北海道東北六県町村会会長会議
26日 正副会長会議
 町村長会議

共 済 事 業 ア レ コ レ

　

閉
校
し
た
学
校
の
利
活
用
は
、
全
国
的
な

問
題
で
す
が
、
川
崎
町
の
挑
戦
を
紹
介
し
ま

す
。

　

８
年
前
、
４
つ
の
小
学
校
を
閉
校
し
ま
し

た
が
、
学
校
は
住
民
一
人
ひ
と
り
の
思
い
出

の
場
で
あ
り
、
地
域
を
支
え
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
場
で
し
た
。
そ
の
施
設
を
生
か

し
な
が
ら
地
域
の
人
々
も
関
わ
れ
る
活
用
を

考
え
、
町
内
外
に
企
画
を
募
っ

た
と
こ
ろ
、
民
間
企
業
等
か
ら

利
活
用
プ
ラ
ン
が
提
出
さ
れ
、

17
年
５
月
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の

事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
４
つ
の
施
設
は
、①
ボ

ル
ダ
リ
ン
グ
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
施

設（
旧
川
内
小
）、 

②
レ
ス
ト
ラ
ン
、

カ
ラ
オ
ケ
サ
ロ
ン
（
旧
本
砂
金

小
）、 

③
農
産
物
直
売
所
、
レ
ス

ト
ラ
ン
・
カ
フ
ェ
（
旧
支
倉
小
）、

④
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
・
自
然
学

校
（
旧
前
川
小
・
青
根
分
校
）

と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

廃
校
を
活
用
し
、
地
域
に
い

か
に
賑
わ
い
を
創
出
し
続
け
る
か
。
各
施
設

が
連
携
し
て
情
報
を
集
約
、
発
信
す
る
た
め

の
組
織
や
運
営
す
る
人
材
・
ノ
ウ
ハ
ウ
も
求

め
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
、
さ
ら
に
事
業
者
と
川
崎
町
は
そ
れ

ぞ
れ
に
連
携
を
強
め
、
利
用
者
は
も
と
よ
り

地
域
住
民
に
も
愛
さ
れ
る
よ
う
な
施
設
に
な

る
よ
う
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

川
崎
町

４
つ
の
廃
校
を
同
時
に
活
用

事
業
者
と
連
携
し 

賑
わ
い
を
創
る

　町村生協の火災共済は、ご所有の建物や動産（家財）について、
損害が発生した際に共済金をお支払いすることができる制度です。
　対象となる災害は次のとおりです。
　１　火災
　２　落雷
　３　破裂又は爆発
　４　建物外部からの物体の落下、衝突等
　５　風水雪害
　罹災が発生した時は、できるだけ早くご連絡をお願いします。
　また、ご契約者様に請求に必要な書類を準備いただく必要があ
ります。
　必要となる主な書類は次のとおりです。
　１　罹災証明書（市町村長発行のもの）
　２　平面図（縮尺や間取りのわかるもの）
　３　被災現場の写真（建物全景と被災の状況がわかるもの）
　４　損害見積書（建築業者等の修理見積）
　５　共済契約承諾書（原本）
　このほか被災ごと必要な書類をそろえていただきご請求をお願
いします。
　罹災の発生や疑問点等ありましたら下記電話番号までご連絡く
ださい。

生協火災共済加入の建物で
罹災が発生した時は

5 月

6 月

宮城県町村会事業推進課　TEL 022-221-9203

町村通信

①KSPボルダリング
　（旧川内小）

②みっけ健康増進ショップ
　（旧本砂金小）

③イーレ！レストラン支倉庭
　（旧支倉小）

④アオネ×マトカ
　（旧前川小・青根分校）

写真・文　提供／七ヶ浜町

　５月18～26日予定の新規採用職員研修（３班
編制）は、新型コロナウイルスの感染予防のため
今年度の開催を見合わせます。受講予定の皆様
に研修テキスト・資料を配布します。

＊令和2年度新規採用職員研修の
　開催中止について
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町
村
で
は
、
国
際
化
、
情
報
化
、
少
子
高

齢
化
が
急
速
に
進
行
す
る
と
と
も
に
、
震

災
復
興
の
ス
テ
ー
ジ
が
「
発
展
期
」
後
半
に

移
行
し
、
復
興
の
総
仕
上
げ
に
向
け
た
施

策
展
開
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
経
済
基
盤

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
構
築
、
暮
ら
し

の
再
建
に
向
け
た
ソ
フ
ト
事
業
の
展
開
な

ど
、
行
政
需
要
は
量
・
質
と
も
に
ま
す
ま

す
複
雑
化
し
、
克
服
す
べ
き
課
題
を
多
く

抱
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
昨
年
10
月
の
台
風
第
19
号
は
、
町

村
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
そ
の
復

旧
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
本
会
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
寄
与

す
る
と
と
も
に
、
町
村
行
政
の
円
滑
な
運

営
と
町
村
自
治
の
発
展
を
図
る
た
め
、
全

　
要
請
に
あ
た
り

佐
藤
仁
会
長
（
南

三
陸
町
長
）、
齋

清
志
副
会
長
（
大

河
原
町
長
）、
櫻

井
公
一
副
会
長

（
松
島
町
長
）
が

県
庁
に
村
井
県
知

事
を
訪
ね
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
に

関
す
る
要
望
書
」

を
手
渡
し
、
今
後

の
対
策
に
つ
い
て

意
見
を
交
わ
し
ま

し
た
。

　
冒
頭
、
佐
藤
会
長
は
、
県
内
に
お
け
る
感

染
者
の
増
加
に
伴
い
町
村
部
に
お
い
て
も

不
安
が
高
ま
っ
て
い
る
状
況
に
ふ
れ
、「
地

域
住
民
や
事
業
者
の
不
安
軽
減
に
向
け
た

県
と
町
村
と
の
連
携
」
に
つ
い
て
要
望
し
、

齋
副
会
長
か
ら
は
、
み
や
ぎ
県
南
中
核
病

　

２
０
１
９
年
12
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
者
の
確
認
以
来
、
全
世
界
を
巻
き
込
ん
だ
広

が
り
を
み
せ
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
も
延
期
に
追
い
込
ま
れ
た
状
況
に
あ
る
。

国
内
で
も
未
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

の
確
認
が
相
次
い
で
お
り
、
国
民
の
不
安
の
高
ま

り
と
と
も
に
、
移
動
の
制
約
や
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

の
イ
ベ
ン
ト
中
止
な
ど
、
国
民
生
活
や
経
済
活
動

に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　

国
で
は
、
３
月
10
日
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
関
す
る
緊
急
対
応
策
|
第
２
弾
|
」

を
決
定
し
、
学
校
の
臨
時
休
校
、
事
業
者
や
雇
用

者
に
対
す
る
金
融
支
援
・
助
成
措
置
を
打
ち
出

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
県
内
町
村
に
お
い
て
も
学

校
の
休
校
や
各
種
行
事
の
中
止
等
に
よ
り
感
染

防
止
に
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
未
だ
、
感
染
終
息
の
見
通
し

が
立
た
な
い
中
、
地
域
の
産
業
界
に
与
え
る
影
響

は
大
き
い
こ
と
か
ら
、
地
域
住
民
や
事
業
者
の
不

安
解
消
に
向
け
た
、
感
染
防
止
、
医
療
体
制
、
経

済
支
援
施
策
等
を
、
国
・
宮
城
県
の
連
携
の
も
と
、

速
や
か
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
次
の
事
項
を
要
望

す
る
。    

１
．
県
民
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
対
す

る
不
安
を
軽
減
す
る
た
め
、
マ
ス
ク
、
ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
液
等
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、

相
談
体
制
、
検
査
体
制
及
び
医
療
体
制
の
充

実
を
図
り
周
知
に
努
め
る
こ
と
。

２
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
増
加
し
た

場
合
、
感
染
症
指
定
医
療
機
関
以
外
の
公
立

▼
８
日　

自
治
功
労
者
表
彰
式（
県
自
治
会
館
）

▼
８
日　

町
村
長
会
議
（
県
自
治
会
館
）

▼
14
日　

宮
城
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会

（
県
自
治
会
館
）
佐
藤
会
長
出
席

▼
25
日
（
〜
26
日
）  

全
国
町
村
会
政
務
調
査
会

財
政
委
員
会
（
南
三
陸
町
）
佐
藤
会
長
出
席

▼
25
日　

宮
城
県
市
町
村
等
非
常
勤
職
員
公
務

災
害
補
償
等
認
定
委
員
会
（
県
自
治
会
館
）

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、
予
定
の
事
業
を
中
止
、
変
更
。）

▼
６
日　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
関
す
る
要
望（
県
庁
）佐
藤
会
長
、齋
副
会
長
、

櫻
井
副
会
長
出
席

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。本
会
に
お
い
て
も
医
療
体
制
や
経
済
対
策
な

ど
の
速
や
か
な
対
応
に
つ
い
て
、関
係
方
面
に
要
望

し
ま
し
た
。

　
本
紙
に
つ
い
て
、今
号
か
ら
編
集
・
発
行
の
見
直

し
を
し
て
お
り
ま
す
。諸
事
情
か
ら
紙
面
を
縮
小
し

ま
し
た
が
、町
村
を
む
す
ぶ
と
い
う
発
行
の
趣
旨
を

踏
ま
え
、内
容
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
新
た
に
ご
就
任
さ
れ
た
町
村
長
さ
ん
を

「
町
村
長
選
挙
・
ひ
と
こ
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」に
お

い
て
紹
介
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、本

会
21
町
村
の
政
策
や
独
自
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

「
町
村
通
信
21
」の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関
す
る
要
望

医
療
体
制
・
経
済
対
策
な
ど
に
万
全
の
対
応
、
支
援
措
置
を
要
請

令
和
２
年
度
の
県
町
村
会
（
事
業
計
画
概
要
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関
す
る
要
望
書

　

４
月
６
日
、
本
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
す
る
な
か
、

町
村
に
お
い
て
も
医
療
や
経
済
を
中
心
に
様
々
な
影
響
が
発
生
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
早
急
の
対
策
を
図
ら
れ
る
よ
う
県
に
要
請
し
ま
し
た
。

病
院
等
に
対
し
て
も
感
染
者
の
受
入
れ
の
協

力
が
求
め
ら
れ
る
が
、
感
染
者
受
入
れ
に
必

要
な
検
査
・
医
療
器
具
の
整
備
や
検
査
人
員

の
確
保
等
に
つ
い
て
、
国
と
連
携
し
た
支
援

策
を
講
じ
医
療
体
制
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

３
．
宮
城
県
内
で
集
団
感
染
が
発
生
し
た
場
合
は
、

公
立
病
院
だ
け
で
は
対
応
が
困
難
な
場
合
も

想
定
さ
れ
る
。
十
分
な
医
療
体
制
が
維
持
で

き
る
よ
う
病
院
間
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や

看
護
師
派
遣
な
ど
の
医
療
人
材
の
確
保
な
ど

に
つ
い
て
、
広
域
的
な
医
療
関
係
機
関
の
支

援
体
制
の
整
備
を
図
る
こ
と
。

４
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
多

く
の
経
済
活
動
が
停
滞
し
、
中
小
企
業
で
は

事
業
存
続
に
も
関
わ
る
よ
う
な
深
刻
な
状
況

に
陥
っ
て
お
り
、
従
業
員
の
雇
用
に
も
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
。
感
染
が
終
息
す
る
ま
で
、

安
定
的
に
事
業
を
継
続
し
雇
用
が
維
持
で
き

る
よ
う
大
胆
な
経
済
対
策
・
雇
用
対
策
を
講

じ
る
よ
う
国
に
要
望
す
る
こ
と
。

５
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
影
響
が

特
に
大
き
い
の
が
、
宿
泊
事
業
者
、
運
輸
事
業

者
、
飲
食
事
業
者
等
で
あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
終
息
後
の
観
光
需
要
の
速
や
か

な
回
復
に
向
け
た
観
光
振
興
策
を
講
ず
る
こ

と
。

６
．
感
染
予
防
策
に
よ
る
影
響
が
大
き
い
事
業
者

等
に
対
す
る
税
制
面
の
支
援
策
を
講
じ
る
こ

と
と
、
支
援
策
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
地
方

自
治
体
財
政
に
影
響
が
生
じ
な
い
よ
う
国
に

要
望
す
る
こ
と
。

国
町
村
会
及
び
各
関
係
団
体
と
連
携
し
な

が
ら
、
政
務
活
動
、
自
治
振
興
事
業
及
び
各

種
災
害
共
済
事
業
等
を
積
極
的
に
展
開
し

て
い
く
。

《
会
議
》

会
務
運
営
の
た
め
▼
町
村
長
会
議
▼
正
副

会
長
会
議
及
び
監
事
会
▽
町
村
総
務
課
長

会
議
（
必
要
に
応
じ
て
開
催
）

《
政
務
調
査
活
動
》

町
村
共
通
の
行
財
政
課
題
の
解
決
に
向
け

▼
調
査
研
究
活
動―

政
務
委
員
会
（
総
務

建
設
・
産
業
経
済
・
厚
生
文
教
）
及
び
政

務
委
員
会
幹
事
会
の
設
置
▼
要
望
活
動 

①

国
会
、
政
府
関
係
省
庁
、
宮
城
県
等
へ
の
要

請
、②
本
県
関
係
国
会
議
員
、
県
首
脳
部
等

と
の
意
見
交
換
会
の
開
催

《
情
報
活
動
》

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
▼
宮
城
町
村
会

だ
よ
り
の
発
行
▼
宮
城
県
町
村
会
紹
介
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

《
研
修
事
業
》

▼
町
村
長
研
修
▼
副
町
村
長
研
修
▼
企
画
・

財
政
政
策
合
同
研
修
▼
行
政
課
題
研
修
▼

移
動
研
修
（
ま
ち
づ
く
り
研
修
）▼
新
規
採

用
職
員
研
修
▼
面
接
技
法
等
研
修
▼
研
修

派
遣
事
業
▼
町
村
職
員
研
修
受
講
助
成
事

業《自
治
振
興
対
策
事
業
》

▼
市
町
村
職
員
採
用
試
験
▼
法
令
外
負
担

金
適
正
化
措
置
▼
自
治
功
労
者
表
彰
▼
非

常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
事
業
▽
町
村
行

政
法
律
相
談
▼
町
村
税
務
課
長
代
表
者
会

議
▼「
町
村
会
一
〇
〇
年
の
歩
み
」
編
纂
事

業《災
害
共
済
事
業
》

町
村
の
財
産
保
全
と
財
政
の
安
定
並
び
に

町
村
職
員
の
福
利
厚
生
の
た
め
、
相
互
救

済
を
目
的
に
▼（
一
財
）
全
国
自
治
協
会
建

物
災
害
共
済
▼
同 

自
動
車
損
害
共
済
▼
全

国
町
村
等
職
員
団
体
生
命
共
済
（
弔
慰
金
）

▼
全
国
町
村
会
総
合
賠
償
補
償
保
険
▼
全

国
町
村
会
災
害
対
策
費
用
保
険
▼
全
国
町

村
職
員
生
活
協
同
組
合
火
災
共
済 

▼
同 

自
動
車
共
済
▼
同 

特
定
疾
病
保
険
▼
全
国

町
村
等
職
員
任
意
共
済
（
生
命
・
医
療
・

収
入
補
償
）
保
険
▼
全
国
町
村
等
職
員
個

人
年
金
共
済

２
月
町
村
会
日
誌

編

集

後

記

３
月

４
月

院
の
現
状
な
ど
か
ら
広
域
医
療
・
検
査
体

制
の
拡
充
に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。
ま

た
、
櫻
井
副
会
長
は
、
観
光
地
に
お
い
て
宿

泊
の
キ
ャ
ン
セ
ル
や
訪
問
客
が
急
減
し
て

い
る
状
況
な
ど
に
つ
い
て
知
事
に
説
明
し
、

そ
の
対
応
を
求
め
ま
し
た
。

記者会見に臨む正副会長 県庁・知事応接室

村井県知事（左から２人目）に要望書を手渡す佐藤会長（同３人目）と
齋副会長（左）、櫻井副会長（右）

歳出

歳入

令和２年度一般会計
歳入歳出予算

151,547

151,547

（千円）

（千円）

宮城県町村会のうごき

基
本
方
針

会議費
637

予備費
4,148

総務費
81,141事業費

51,412

積立金
14,209

会費
6,081

交付金
8,778

分担金
及び
負担金
30,513

諸支出金
43,207

財産収入
1,062

繰越金
21,900

繰入金
32,961

諸収入
7,045
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町
村
で
は
、
国
際
化
、
情
報
化
、
少
子
高

齢
化
が
急
速
に
進
行
す
る
と
と
も
に
、
震

災
復
興
の
ス
テ
ー
ジ
が
「
発
展
期
」
後
半
に

移
行
し
、
復
興
の
総
仕
上
げ
に
向
け
た
施

策
展
開
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
経
済
基
盤

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
構
築
、
暮
ら
し

の
再
建
に
向
け
た
ソ
フ
ト
事
業
の
展
開
な

ど
、
行
政
需
要
は
量
・
質
と
も
に
ま
す
ま

す
複
雑
化
し
、
克
服
す
べ
き
課
題
を
多
く

抱
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
昨
年
10
月
の
台
風
第
19
号
は
、
町

村
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
そ
の
復

旧
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
本
会
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
寄
与

す
る
と
と
も
に
、
町
村
行
政
の
円
滑
な
運

営
と
町
村
自
治
の
発
展
を
図
る
た
め
、
全

　
要
請
に
あ
た
り

佐
藤
仁
会
長
（
南

三
陸
町
長
）、
齋

清
志
副
会
長
（
大

河
原
町
長
）、
櫻

井
公
一
副
会
長

（
松
島
町
長
）
が

県
庁
に
村
井
県
知

事
を
訪
ね
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
に

関
す
る
要
望
書
」

を
手
渡
し
、
今
後

の
対
策
に
つ
い
て

意
見
を
交
わ
し
ま

し
た
。

　
冒
頭
、
佐
藤
会
長
は
、
県
内
に
お
け
る
感

染
者
の
増
加
に
伴
い
町
村
部
に
お
い
て
も

不
安
が
高
ま
っ
て
い
る
状
況
に
ふ
れ
、「
地

域
住
民
や
事
業
者
の
不
安
軽
減
に
向
け
た

県
と
町
村
と
の
連
携
」
に
つ
い
て
要
望
し
、

齋
副
会
長
か
ら
は
、
み
や
ぎ
県
南
中
核
病

　

２
０
１
９
年
12
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
者
の
確
認
以
来
、
全
世
界
を
巻
き
込
ん
だ
広

が
り
を
み
せ
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
も
延
期
に
追
い
込
ま
れ
た
状
況
に
あ
る
。

国
内
で
も
未
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

の
確
認
が
相
次
い
で
お
り
、
国
民
の
不
安
の
高
ま

り
と
と
も
に
、
移
動
の
制
約
や
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

の
イ
ベ
ン
ト
中
止
な
ど
、
国
民
生
活
や
経
済
活
動

に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　

国
で
は
、
３
月
10
日
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
関
す
る
緊
急
対
応
策
|
第
２
弾
|
」

を
決
定
し
、
学
校
の
臨
時
休
校
、
事
業
者
や
雇
用

者
に
対
す
る
金
融
支
援
・
助
成
措
置
を
打
ち
出

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
県
内
町
村
に
お
い
て
も
学

校
の
休
校
や
各
種
行
事
の
中
止
等
に
よ
り
感
染

防
止
に
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
未
だ
、
感
染
終
息
の
見
通
し

が
立
た
な
い
中
、
地
域
の
産
業
界
に
与
え
る
影
響

は
大
き
い
こ
と
か
ら
、
地
域
住
民
や
事
業
者
の
不

安
解
消
に
向
け
た
、
感
染
防
止
、
医
療
体
制
、
経

済
支
援
施
策
等
を
、
国
・
宮
城
県
の
連
携
の
も
と
、

速
や
か
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
次
の
事
項
を
要
望

す
る
。    

１
．
県
民
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
対
す

る
不
安
を
軽
減
す
る
た
め
、
マ
ス
ク
、
ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
液
等
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、

相
談
体
制
、
検
査
体
制
及
び
医
療
体
制
の
充

実
を
図
り
周
知
に
努
め
る
こ
と
。

２
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
増
加
し
た

場
合
、
感
染
症
指
定
医
療
機
関
以
外
の
公
立

▼
８
日　

自
治
功
労
者
表
彰
式（
県
自
治
会
館
）

▼
８
日　

町
村
長
会
議
（
県
自
治
会
館
）

▼
14
日　

宮
城
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会

（
県
自
治
会
館
）
佐
藤
会
長
出
席

▼
25
日
（
〜
26
日
）  

全
国
町
村
会
政
務
調
査
会

財
政
委
員
会
（
南
三
陸
町
）
佐
藤
会
長
出
席

▼
25
日　

宮
城
県
市
町
村
等
非
常
勤
職
員
公
務

災
害
補
償
等
認
定
委
員
会
（
県
自
治
会
館
）

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、
予
定
の
事
業
を
中
止
、
変
更
。）

▼
６
日　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
関
す
る
要
望（
県
庁
）佐
藤
会
長
、齋
副
会
長
、

櫻
井
副
会
長
出
席

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。本
会
に
お
い
て
も
医
療
体
制
や
経
済
対
策
な

ど
の
速
や
か
な
対
応
に
つ
い
て
、関
係
方
面
に
要
望

し
ま
し
た
。

　
本
紙
に
つ
い
て
、今
号
か
ら
編
集
・
発
行
の
見
直

し
を
し
て
お
り
ま
す
。諸
事
情
か
ら
紙
面
を
縮
小
し

ま
し
た
が
、町
村
を
む
す
ぶ
と
い
う
発
行
の
趣
旨
を

踏
ま
え
、内
容
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
新
た
に
ご
就
任
さ
れ
た
町
村
長
さ
ん
を

「
町
村
長
選
挙
・
ひ
と
こ
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」に
お

い
て
紹
介
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、本

会
21
町
村
の
政
策
や
独
自
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

「
町
村
通
信
21
」の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関
す
る
要
望

医
療
体
制
・
経
済
対
策
な
ど
に
万
全
の
対
応
、
支
援
措
置
を
要
請

令
和
２
年
度
の
県
町
村
会
（
事
業
計
画
概
要
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関
す
る
要
望
書

　

４
月
６
日
、
本
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
す
る
な
か
、

町
村
に
お
い
て
も
医
療
や
経
済
を
中
心
に
様
々
な
影
響
が
発
生
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
早
急
の
対
策
を
図
ら
れ
る
よ
う
県
に
要
請
し
ま
し
た
。

病
院
等
に
対
し
て
も
感
染
者
の
受
入
れ
の
協

力
が
求
め
ら
れ
る
が
、
感
染
者
受
入
れ
に
必

要
な
検
査
・
医
療
器
具
の
整
備
や
検
査
人
員

の
確
保
等
に
つ
い
て
、
国
と
連
携
し
た
支
援

策
を
講
じ
医
療
体
制
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

３
．
宮
城
県
内
で
集
団
感
染
が
発
生
し
た
場
合
は
、

公
立
病
院
だ
け
で
は
対
応
が
困
難
な
場
合
も

想
定
さ
れ
る
。
十
分
な
医
療
体
制
が
維
持
で

き
る
よ
う
病
院
間
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や

看
護
師
派
遣
な
ど
の
医
療
人
材
の
確
保
な
ど

に
つ
い
て
、
広
域
的
な
医
療
関
係
機
関
の
支

援
体
制
の
整
備
を
図
る
こ
と
。

４
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
多

く
の
経
済
活
動
が
停
滞
し
、
中
小
企
業
で
は

事
業
存
続
に
も
関
わ
る
よ
う
な
深
刻
な
状
況

に
陥
っ
て
お
り
、
従
業
員
の
雇
用
に
も
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
。
感
染
が
終
息
す
る
ま
で
、

安
定
的
に
事
業
を
継
続
し
雇
用
が
維
持
で
き

る
よ
う
大
胆
な
経
済
対
策
・
雇
用
対
策
を
講

じ
る
よ
う
国
に
要
望
す
る
こ
と
。

５
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
影
響
が

特
に
大
き
い
の
が
、
宿
泊
事
業
者
、
運
輸
事
業

者
、
飲
食
事
業
者
等
で
あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
終
息
後
の
観
光
需
要
の
速
や
か

な
回
復
に
向
け
た
観
光
振
興
策
を
講
ず
る
こ

と
。

６
．
感
染
予
防
策
に
よ
る
影
響
が
大
き
い
事
業
者

等
に
対
す
る
税
制
面
の
支
援
策
を
講
じ
る
こ

と
と
、
支
援
策
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
地
方

自
治
体
財
政
に
影
響
が
生
じ
な
い
よ
う
国
に

要
望
す
る
こ
と
。

国
町
村
会
及
び
各
関
係
団
体
と
連
携
し
な

が
ら
、
政
務
活
動
、
自
治
振
興
事
業
及
び
各

種
災
害
共
済
事
業
等
を
積
極
的
に
展
開
し

て
い
く
。

《
会
議
》

会
務
運
営
の
た
め
▼
町
村
長
会
議
▼
正
副

会
長
会
議
及
び
監
事
会
▽
町
村
総
務
課
長

会
議
（
必
要
に
応
じ
て
開
催
）

《
政
務
調
査
活
動
》

町
村
共
通
の
行
財
政
課
題
の
解
決
に
向
け

▼
調
査
研
究
活
動―

政
務
委
員
会
（
総
務

建
設
・
産
業
経
済
・
厚
生
文
教
）
及
び
政

務
委
員
会
幹
事
会
の
設
置
▼
要
望
活
動 

①

国
会
、
政
府
関
係
省
庁
、
宮
城
県
等
へ
の
要

請
、②
本
県
関
係
国
会
議
員
、
県
首
脳
部
等

と
の
意
見
交
換
会
の
開
催

《
情
報
活
動
》

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
▼
宮
城
町
村
会

だ
よ
り
の
発
行
▼
宮
城
県
町
村
会
紹
介
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

《
研
修
事
業
》

▼
町
村
長
研
修
▼
副
町
村
長
研
修
▼
企
画
・

財
政
政
策
合
同
研
修
▼
行
政
課
題
研
修
▼

移
動
研
修
（
ま
ち
づ
く
り
研
修
）▼
新
規
採

用
職
員
研
修
▼
面
接
技
法
等
研
修
▼
研
修

派
遣
事
業
▼
町
村
職
員
研
修
受
講
助
成
事

業《自
治
振
興
対
策
事
業
》

▼
市
町
村
職
員
採
用
試
験
▼
法
令
外
負
担

金
適
正
化
措
置
▼
自
治
功
労
者
表
彰
▼
非

常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
事
業
▽
町
村
行

政
法
律
相
談
▼
町
村
税
務
課
長
代
表
者
会

議
▼「
町
村
会
一
〇
〇
年
の
歩
み
」
編
纂
事

業《災
害
共
済
事
業
》

町
村
の
財
産
保
全
と
財
政
の
安
定
並
び
に

町
村
職
員
の
福
利
厚
生
の
た
め
、
相
互
救

済
を
目
的
に
▼（
一
財
）
全
国
自
治
協
会
建

物
災
害
共
済
▼
同 

自
動
車
損
害
共
済
▼
全

国
町
村
等
職
員
団
体
生
命
共
済
（
弔
慰
金
）

▼
全
国
町
村
会
総
合
賠
償
補
償
保
険
▼
全

国
町
村
会
災
害
対
策
費
用
保
険
▼
全
国
町

村
職
員
生
活
協
同
組
合
火
災
共
済 

▼
同 

自
動
車
共
済
▼
同 

特
定
疾
病
保
険
▼
全
国

町
村
等
職
員
任
意
共
済
（
生
命
・
医
療
・

収
入
補
償
）
保
険
▼
全
国
町
村
等
職
員
個

人
年
金
共
済

２
月
町
村
会
日
誌

編

集

後

記

３
月

４
月

院
の
現
状
な
ど
か
ら
広
域
医
療
・
検
査
体

制
の
拡
充
に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。
ま

た
、
櫻
井
副
会
長
は
、
観
光
地
に
お
い
て
宿

泊
の
キ
ャ
ン
セ
ル
や
訪
問
客
が
急
減
し
て

い
る
状
況
な
ど
に
つ
い
て
知
事
に
説
明
し
、

そ
の
対
応
を
求
め
ま
し
た
。

記者会見に臨む正副会長 県庁・知事応接室

村井県知事（左から２人目）に要望書を手渡す佐藤会長（同３人目）と
齋副会長（左）、櫻井副会長（右）

歳出

歳入

令和２年度一般会計
歳入歳出予算

151,547

151,547

（千円）

（千円）

宮城県町村会のうごき

基
本
方
針

会議費
637

予備費
4,148

総務費
81,141事業費

51,412

積立金
14,209

会費
6,081

交付金
8,778

分担金
及び
負担金
30,513

諸支出金
43,207

財産収入
1,062

繰越金
21,900

繰入金
32,961

諸収入
7,045



　写真の桜は、大木囲貝塚の奥にある江戸彼岸の一
本桜「だいぎ桜」。大木囲貝塚は縄文時代の集落跡で、
現在は史跡公園として公開されています。貝塚内は
だいぎ桜の他、山桜、霞桜、大島桜など野生種の桜
が200本以上植えられています。

大木囲貝塚の一本桜『だいぎ桜』

町村会のうごき

共済事業アレコレ

町村通信21 ～川崎町～
４つの廃校を同時に活用
事業者と連携し 賑わいを創る
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町村会だより

町村会の予定

27日 消防組合議会

17日 都道府県町村会会長会議
22～23日 北海道東北六県町村会会長会議
26日 正副会長会議
 町村長会議

共 済 事 業 ア レ コ レ

　

閉
校
し
た
学
校
の
利
活
用
は
、
全
国
的
な

問
題
で
す
が
、
川
崎
町
の
挑
戦
を
紹
介
し
ま

す
。

　

８
年
前
、
４
つ
の
小
学
校
を
閉
校
し
ま
し

た
が
、
学
校
は
住
民
一
人
ひ
と
り
の
思
い
出

の
場
で
あ
り
、
地
域
を
支
え
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
場
で
し
た
。
そ
の
施
設
を
生
か

し
な
が
ら
地
域
の
人
々
も
関
わ
れ
る
活
用
を

考
え
、
町
内
外
に
企
画
を
募
っ

た
と
こ
ろ
、
民
間
企
業
等
か
ら

利
活
用
プ
ラ
ン
が
提
出
さ
れ
、

17
年
５
月
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の

事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
４
つ
の
施
設
は
、①
ボ

ル
ダ
リ
ン
グ
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
施

設（
旧
川
内
小
）、 

②
レ
ス
ト
ラ
ン
、

カ
ラ
オ
ケ
サ
ロ
ン
（
旧
本
砂
金

小
）、 

③
農
産
物
直
売
所
、
レ
ス

ト
ラ
ン
・
カ
フ
ェ
（
旧
支
倉
小
）、

④
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
・
自
然
学

校
（
旧
前
川
小
・
青
根
分
校
）

と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

廃
校
を
活
用
し
、
地
域
に
い

か
に
賑
わ
い
を
創
出
し
続
け
る
か
。
各
施
設

が
連
携
し
て
情
報
を
集
約
、
発
信
す
る
た
め

の
組
織
や
運
営
す
る
人
材
・
ノ
ウ
ハ
ウ
も
求

め
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
、
さ
ら
に
事
業
者
と
川
崎
町
は
そ
れ

ぞ
れ
に
連
携
を
強
め
、
利
用
者
は
も
と
よ
り

地
域
住
民
に
も
愛
さ
れ
る
よ
う
な
施
設
に
な

る
よ
う
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

川
崎
町

４
つ
の
廃
校
を
同
時
に
活
用

事
業
者
と
連
携
し 

賑
わ
い
を
創
る

　町村生協の火災共済は、ご所有の建物や動産（家財）について、
損害が発生した際に共済金をお支払いすることができる制度です。
　対象となる災害は次のとおりです。
　１　火災
　２　落雷
　３　破裂又は爆発
　４　建物外部からの物体の落下、衝突等
　５　風水雪害
　罹災が発生した時は、できるだけ早くご連絡をお願いします。
　また、ご契約者様に請求に必要な書類を準備いただく必要があ
ります。
　必要となる主な書類は次のとおりです。
　１　罹災証明書（市町村長発行のもの）
　２　平面図（縮尺や間取りのわかるもの）
　３　被災現場の写真（建物全景と被災の状況がわかるもの）
　４　損害見積書（建築業者等の修理見積）
　５　共済契約承諾書（原本）
　このほか被災ごと必要な書類をそろえていただきご請求をお願
いします。
　罹災の発生や疑問点等ありましたら下記電話番号までご連絡く
ださい。

生協火災共済加入の建物で
罹災が発生した時は

5 月

6 月

宮城県町村会事業推進課　TEL 022-221-9203

町村通信

①KSPボルダリング
　（旧川内小）

②みっけ健康増進ショップ
　（旧本砂金小）

③イーレ！レストラン支倉庭
　（旧支倉小）

④アオネ×マトカ
　（旧前川小・青根分校）

写真・文　提供／七ヶ浜町

　５月18～26日予定の新規採用職員研修（３班
編制）は、新型コロナウイルスの感染予防のため
今年度の開催を見合わせます。受講予定の皆様
に研修テキスト・資料を配布します。

＊令和2年度新規採用職員研修の
　開催中止について


